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講演のポイント

登録申請には十分な検討必要

保険医年金の予定利率変更について
共済部

11月度生涯研
抄　　録

大阪市西部地区

インボイス制度の問題点を解説

Ｃ
Ｒ
修
復
の
悩
み
を
解
消
！

― 

Ｃ
Ｒ
修
復
を
長
持
ち
さ
せ
る
勘
所
と

 

最
新
Ｃ
Ｒ
材
料
の
使
い
こ
な
し 

―

須
崎
　
明
（
愛
知
県
開
業
）
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「�

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

�

西
　
真
紀
子

「入手できる最良のエビデンス」の取り方

エビデンスレベルのピラミッド
（ コ ク ラ ンUK https://s4be.
cochrane.org/blog/2014/ 
04/29/the-evidence-based-
medicine-pyramid/　より）

　

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
医
療
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
「
入
手
で
き
る
最
良
の

論
文
で
あ
る
（
図
）
。

　

中
で
も
、
コ
ク
ラ
ン
・
シ
ス
テ
マ
テ
ィ

的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
覆
っ
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

エ
ビ
デ
ン
ス
」
を
取
ら
ず
に
玉
石
混

交
の
情
報
の
海
に
溺
れ
て
い
る
人
が

多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
情
報

の
質
の
良
し
悪
し
を
判
断
で
き
れ

ば
、
迷
う
こ
と
は
な
い
。
予
防
歯
科

臨
床
を
行
う
上
で
も
有
益
で
あ
る
。

エ
ビ
デ
ン
ス
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー

　

例
え
ば
、
２
０
１
９
年
に
ル
ー
ト

プ
レ
ー
ニ
ン
グ
は
徹
底
的
に
行
っ
て

感
染
セ
メ
ン
ト
質
を
除
去
す
べ
き
と

い
う
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
っ
た
。
根
拠
と

な
る
論
文
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
一
見
、
科
学
的
な
内
容
の

よ
う
だ
が
、
昨
今
は
自
分
の
主
張
を

裏
付
け
る
論
文
を
探
せ
ば
見
つ
か
る

ほ
ど
論
文
の
数
は
無
数
に
存
在
す

る
。
そ
の
た
め
、
系
統
的
な
論
文
検

索
を
し
た
結
果
の
根
拠
で
な
け
れ
ば

疑
い
の
余
地
が
あ
る
。

二
次
論
文
か
ら

　

そ
こ
で
、
ま
ず
ル
ー
ト
プ
レ
ー
ニ

ン
グ
に
つ
い
て
２
０
２
０
年
以
降
に

出
版
さ
れ
た
二
次
論
文
を
調
べ
よ

う
。
エ
ビ
デ
ン
ス
の
レ
ベ
ル
に
は
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
が
あ
り
、
頂
点
は
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
、
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・

レ
ビ
ュ
ー
、
メ
タ
分
析
な
ど
の
二
次

勧
め
た
い
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
場
合

は
、The AGREE II

と
い
う
イ
ン
ス

ツ
ル
メ
ン
ト
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　

コ
ク
ラ
ン
で
該
当
レ
ビ
ュ
ー
が
見

つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
次
にPubMed

を

使
っ
て
み
る
。PubMed

で
タ
イ
ト
ル

に
〝root planing

〟
が
入
っ
て
い

る
も
の
、
２
０
２
０
年
以
降
に
出
版

し
て
い
る
も
の
に
絞
る
と
55
の
論
文

が
あ
っ
た
（
２
０
２
１
年
９
月
17
日

現
在
）。
こ
の
中
か
ら
、
該
当
す
る

論
文
を
タ
イ
ト
ル
と
抄
録
を
見
て
抽

出
す
る
。
二
次
論
文
が
な
い
場
合

は
、
次
に
レ
ベ
ル
の
高
い
ラ
ン
ダ
ム

化
比
較
試
験
と
い
う
よ
う
に
、
レ
ベ

ル
を
落
と
し
て
い
く
。

そ
の
結
果
：
ル
ー
ト
プ
レ

ー
ニ
ン
グ
で
セ
メ
ン
ト
質

を
傷
つ
け
な
い
こ
と

　

該
当
す
る
論
文
が
１
つ
見
つ
か
っ

た
。
エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
低
い
研

究
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
だ
っ
た
［
１
］。

し
か
し
、
２
０
２
０
年
時
点
の
最
新

情
報
が
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て

言
及
さ
れ
て
い
る
。
徹
底
的
な
ル
ー

ト
プ
レ
ー
ニ
ン
グ
は
１
９
８
０
年
代

に
否
定
さ
れ
、
現
在
も
そ
れ
は
国
際

ッ
ク
・
レ
ビ
ュ
ー
は
最
も
厳
格
な
条
件
を

持
つ
の
で
、
こ
こ
か
ら
検
索
す
る
こ
と
を

最前線

予防
歯科臨床の

③

バックグラウンドや専門家の意見

ランダム化比較試験
コホート研究
症例対照研究

症例報告や報告書など

システマティック
・レビュー

ガイドラインなど

　

低
歯
科
医
療
費
政
策
の
も

と
、
施
設
基
準
に
よ
る
歯
科

医
療
機
関
の
選
別
に
よ
っ

て
、
歯
科
診
療
と
歯
科
医
院

経
営
は
翻
弄
さ
れ
て
い
ま

す
。
給
付
さ
れ
る
医
療
内
容

と
の
関
連
性
が
明
確
で
な
い

施
設
基
準
要
件
に
つ
い
て

は
、
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と

が
必
要
で
す
。

格
差
生
む

人
員
要
件
の
解
消
を

　

全
国
的
に
歯
科
衛
生
士
の

不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
過
疎
地
域
で
の
不
足

は
さ
ら
に
深
刻
で
、
「
雇
用

し
た
く
と
も
雇
用
で
き
な

い
」
な
ど
歯
科
衛
生
士
の
確

保
が
非
常
に
困
難
な
地
域
も

あ
り
ま
す
。

　

歯
科
治
療
時
総
合
医
療
管

理
料
（
医
管
）
は
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
行
為
そ
の
も
の
を
評
価

す
る
も
の
で
あ
り
、
治
療
を

安
全
に
行
う
た
め
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
に
歯
科
衛
生
士
が
不

可
欠
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
有
病
高
齢
者

が
多
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
下
の

治
療
が
求
め
ら
れ
る
過
疎
地

域
で
は
、
歯
科
衛
生
士
を
確

保
で
き
な
い
た
め
、
医
管
を

届
け
出
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
矛
盾
が
生
じ
て
い
ま

す
。

　

人
員
配
置
基
準
が
地
域
格

差
を
生
み
、
患
者
と
臨
床
現

場
に
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
る

基
準
は
廃
止
・
整
理
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

診
療
内
容
と

整
合
す
る
基
準
に

　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能

強
化
型
診
療
所
（
か
強
診
）

は
、
歯
周
病
安
定
期
治
療
な

ど
の
算
定
実
績
を
求
め
て
い

ま
す
が
、
小
児
歯
科
の
よ
う

に
算
定
が
な
い
医
療
機
関
も

あ
る
た
め
こ
の
よ
う
な
算
定

実
績
は
撤
廃
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
地
域
ケ
ア
会
議
へ
の

出
席
な
ど
希
望
す
る
医
療
機

関
に
参
加
の
機
会
が
保
障
さ

れ
な
い
要
件
や
、
退
院
時
共

同
指
導
管
理
料
や
栄
養
サ
ポ

ー
ト
チ
ー
ム
等
連
携
加
算

（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
） 

な
ど
算
定
が
極

め
て
す
く
な
い
要
件
も
撤
廃

す
べ
き
で
す
。

　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能

を
評
価
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

医
科
歯
科
連
携
や
医
療
機
関

間
連
携
、
多
職
種
連
携
の
構

築
を
重
視
し
た
基
準
に
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

 

（
つ
づ
く
）

電
子
化
で
デ
ー
タ
集
積
が
容

易
に
な
り
、
相
続
発
生
時
に

課
税
対
象
を
過
去
に
さ
か
の

ぼ
る
危
険
が
あ
る
と
指
摘
し

た
。

 

（
港
区
・
平
尾
清
司
）

恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
。「
電

子
化
の
名
を
借
り
た
改
悪

で
、
医
療
現
場
は
煩
雑
な
作

業
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
相

続
税
改
正
の
動
向
に
ふ
れ
、

ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書
）

制
度
」
が
２
０
２
３
年
10
月

に
始
ま
る
の
に
向
け
、
10
月

か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す

る
事
業
者
の
申
請
が
始
ま
っ

て
い
る
。

　

疋
田
氏
は
、
制
度
の
概
要

を
説
明
し
た
後
、
「
消
費
税

の
仕
入
税
額
控
除
の
た
め
に

仕
入
れ
先
や
経
費
の
支
払
い

先
に
課
税
事
業
者
と
な
る
こ

と
を
選
択
さ
せ
、
イ
ン
ボ
イ

ス
の
発
行
を
義
務
付
け
る
こ

と
」
が
問
題
で
あ
る
と
指

摘
。
そ
の
上
で
、
登
録
申
請

に
は
十
分
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
と
述
べ
た
。

　

そ
の
他
、
来
年
１
月
に
改

正
・
施
行
さ
れ
る
電
子
帳
簿

保
存
法
に
つ
い
て
、
請
求
書

等
の
取
引
情
報
を
電
子
情
報

で
や
り
取
り
し
た
場
合
は
電

子
保
存
が
義
務
付
け
ら
れ
る

た
め
、
税
務
調
査
の
際
は
電

子
保
存
し
た
す
べ
て
の
情
報

を
提
出
す
る
義
務
が
生
じ
る

　

大
阪
市
西
部
地
区
は
９
月

26
日
、
疋
田
英
司
協
会
顧
問

税
理
士
を
講
師
に
「
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
と
は
？
そ
の
対
応

は
？
」
を
開
い
た
。
品
目
ご

と
の
消
費
税
率
や
税
額
を
取

引
時
の
請
求
書
に
記
す
「
イ

映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
本
講
演
で
は
そ
れ

ら
の
原
因
に
つ
い
て
考
察

し
、
少
し
で
も
ト
ラ
ブ
ル
を

回
避
さ
せ
る
べ
く
取
り
組
ん

で
い
る
筆
者
の
臨
床
を
紹
介

し
た
い
。

（
日
時
等
は
行
事
案
内
参
照
）

の
褐
線
が
気
に
な
る
」
「
修

復
後
か
ら
冷
た
い
も
の
が
し

み
る
」
な
ど
と
訴
え
、
逆
に

患
者
と
の
信
頼
関
係
を
失
っ

て
し
ま
う
事
態
に
陥
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
患
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る

た
め
に
は
今
一
度
、
Ｃ
Ｒ
修

復
に
関
す
る
知
識
を
再
確
認

し
、
自
身
の
歯
科
医
療
に
反

　

近
年
、
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ

ジ
ン
（
Ｃ
Ｒ
）
修
復
は
歯
質

の
切
削
量
を
最
小
限
に
と
ど

め
、
か
つ
審
美
的
な
治
療
法

と
し
て
日
常
臨
床
に
定
着
し

て
い
る
。
さ
ら
に
接
着
性
材

料
の
技
術
革
新
（
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
）
と
そ
れ
ら
の
使
い

こ
な
し
方
の
進
歩
（
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
）
に
よ
り
Ｃ
Ｒ
修

復
の
長
期
的
な
予
後
が
期
待

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本
修

復
法
は
永
久
修
復
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

そ
の
一
方
で
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

不
調
和
に
よ
り
、
治
療
後
に

患
者
が
「
マ
ー
ジ
ン
ラ
イ
ン

施
設
基
準

社保研究部部長・平尾清司

歯科保団連

改善要求の
ポイント 　＋プラス

　全国保険医新聞10月５日付・６面で既報の通り、保険医年

金の受託会社である大樹生命が、来年７月１日から自社の予

定利率を0.75％に変更することを決めました。これに伴い、

制度の現行予定利率1.259％が1.140％となり、変更日以降の

積立金計算に適用されます。加入者の積立金は、毎年８月末

の決算時にその年度の予定利率をもとに確定していますの

で、今回の変更による削減は一切ありません。

　保険医年金は生命保険会社６社と「拠出型企業年金保険」

を団体契約して運営しています。予定利率（加重平均予定利

率）は、生保各社の予定利率と保団連が定めた引受割合（シ

ェア）により計算されます。現時点で大樹生命以外に予定利

率を変更する生命保険会社はありません。

　変更後の予定利率1.140％では、月払は４年４カ月、一時

払は２年２カ月で積立金が掛け金を上回ります。一時金・年

金としての受け取り、払い込みの中断・再開など制度の特徴

に変更はありません。

　ご不明な点は共済部（06-6568-7438）までご照会下さい。

・�

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
（
Ｃ
Ｒ
）
は
ど
れ
く
ら

い
持
つ
の
か
？

・�

最
近
の
Ｃ
Ｒ
修
復
は
「
マ
ー
ジ
ン
ラ
イ
ン
の
褐

線
が
発
生
し
や
す
い
の
か
？
」

・�

最
近
の
Ｃ
Ｒ
修
復
は
「
術
後
疼
痛
が
発
生
し
や

す
い
の
か
？
」

・�

こ
れ
か
ら
の
保
険
Ｃ
Ｒ
修
復
に
必
要
な
「
最
新

Ｃ
Ｒ
材
料
の
使
い
こ
な
し
」

９月30日限りで廃止となった経過措置医薬品（歯科関連の主
なもの抜粋　）

　10月１日以降、以下表の経過措置医薬品は製造・販売中止

や名称の変更により請求ができなくなっています。請求の際

はご留意ください。

製造・販売中止となった医薬品

内服 ジソペイン錠75�75mg

名称が変更された医薬品

区分 変更前 変更後

外用

アフタシール25μg →
トリアムシノロンアセトニド
口腔用貼付剤25μg「大正」

ヒポジン消毒液10％ →
ポビドンヨード消毒液10％
「シオエ」

ポピロンガーグル７％ →
ポビドンヨードガーグル液７％
「シオエ」


